
受 験 番 号

二
〇
二
一
年
度　
高
校　
帰
国
生
入
学
試
験
問
題

　
　

国　
　

語　
（
60
分
）
＜

注　

意＞

　

（
一
） 

開
始
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
ま
で
、
こ
の
冊
子
を
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

（
二
） 

問
題
は
１
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

（
三
） 

受
験
番
号
と
氏
名
は
解
答
用
紙
①
お
よ
び
②
の
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
記
入
し
な
さ
い
。

　

（
四
） 

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
①
お
よ
び
②
の
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
記
入
し
な
さ
い
。
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Ⅰ　

以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

【
問
１
】 　

次
の
①
〜
⑮
に
つ
い
て
、
―
―
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
ま
た
、
⑯
〜
⑳
に
つ
い
て
、
―
―
部
の
漢
字
の
読
み
方
を

ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①　

流
行
に
ビ
ン
ジ
ョ
ウ
す
る
。

②　

ボ
ケ
ツ
を
掘
る

③　

新
し
い
政
権
を
ジ
ュ
リ
ツ
す
る
。

④　

念
仏
を
ト
ナ
え
る
。

⑤　

両
親
を
ウ
ヤ
マ
う
。

⑥　

そ
の
質
問
は
マ
ト
ハ
ズ
れ
だ
。

⑦　

ギ
ャ
ッ
キ
ョ
ウ
に
立
ち
向
か
う
。

⑧　

成
績
が
テ
イ
メ
イ
す
る
。

⑨　

カ
ン
カ
で
き
な
い
事
態
に
遭
遇
す
る
。

⑩　

メ
ン
バ
ー
を
サ
ッ
シ
ン
す
る
。

⑪　

入
場
料
を
メ
ン
ジ
ョ
す
る
。

⑫　

つ
ま
ら
な
い
ジ
ョ
ウ
ダ
ン
を
言
う
。

⑬　

困
難
を
コ
ク
フ
ク
す
る
。

⑭　

責
任
を
テ
ン
カ
す
る
。

⑮　

ほ
う
き
で
落
ち
葉
を
ハ
く
。

⑯　

自
由
を
束
縛
す
る
。

⑰　

隆
盛
を
極
め
る
。

⑱　

弟
を
慰
め
る
。

⑲　

準
備
を
怠
る
。

⑳　

現
場
に
赴
く
。
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【
問
２
】　

次
の
①
〜
⑤
の
慣
用
句
に
つ
い
て
、

に
当
て
は
ま
る
語
を
（
ア
）
〜
（
カ
）
の
中
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
（
キ
）
〜
（
シ
）
の
中
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

慣
用
句	

語	

意
味

①　

が
利
く 

（
ア
）　

手 

（
キ
）　

と
て
も
感
心
す
る
こ
と
。

②　

が
合
う 

（
イ
）　

足 

（
ク
）　

ご
く
わ
ず
か
し
か
な
い
こ
と
。

③　

を
巻
く 

（
ウ
）　

舌 

（
ケ
）　

落
ち
着
い
て
対
処
す
る
こ
と
。

④　

す
ず
め
の

 

（
エ
）　

涙 

（
コ
）　

何
も
せ
ず
に
た
だ
見
て
い
る
こ
と
。

⑤　

を
こ
ま
ぬ
く 
（
オ
）　

顔 

（
サ
）　

お
互
い
の
気
持
ち
や
考
え
が
一
致
す
る
こ
と
。

 
（
カ
）　

馬 

（
シ
）　

信
用
や
権
力
が
あ
っ
て
相
手
に
無
理
が
言
え
る
こ
と
。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

　

多
く
の
国
々
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
後
遺
症
の
た
め
に
失
業
者
数
が
増
加
し
、
市
民
の
不
安
や
不
満
が
募
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
上
の
偽
ニ
ュ
ー
ス
は
、
人
々

の
政
府
に
対
す
る
不
信
感
を
煽あ

お

る
。
ち
ょ
う
ど
二
〇
一
五
年
の
難
民
危
機
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
が
人
々
の
不
満
を
利
用
し
て
、

支
持
者
を
増
や
そ
う
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
損
害
が
こ
れ
ま
で
比
較
的
軽
微
だ
っ
た
ド
イ
ツ
す
ら
、
一
触
即
発
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
す
出
来
事
が
あ
っ
た
。

　

二
〇
二
〇
年
六
月
二
〇
日
の
夜
に
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
商
店
街
で
警
察
官
が
若
者
に
職
務
質
問
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
付
近
に
い
た
若
者
約
五
〇
〇

人
が
警
官
た
ち
に
襲
い
か
か
り
、
付
近
の
商
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
な
ど
を
破
壊
し
た
。
こ
の
「
ミ
ニ
暴
動
」
で
警
察
官
一
九
人
が
負
傷
し
た
ほ
か
、
四

〇
件
の
店
舗
が
損
壊
・
略
奪
の
被
害
に
あ
っ
た
。

　

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
は
市
民
一
人
あ
た
り
の
可
処
分
所
得
が
ド
イ
ツ
で
最
も
高
い
町
の
一
つ
で
、こ
の
種
の
事
件
が
起
き
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

犯
罪
学
者
ら
の
間
で
は
「
コ
ロ
ナ
危
機
は
多
く
の
負
け
組
を
生
ん
で
い
る
。
長
期
間
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で
自
宅
に
い
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
多

く
の
市
民
の
間
で
欲
求
不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
る
制
約
が
人
々
を
過
激
な
行
動
に
走
ら
せ
た
と
い
う
見
方
が
有
力
だ
。
一
見

平
穏
に
見
え
る
大
都
市
で
も
、
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
っ
て
市
民
の
欲
求
不
満
は
臨
界
に
近
づ
い
て
い
る
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
騒そ

う

擾じ
よ
う

は
、
火
薬
の
詰
ま
っ

た
樽た

る

に
火
の
付
い
た
マ
ッ
チ
を
落
と
せ
ば
、
大
爆
発
が
起
こ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
た
ち
が
市
民
の
心
の
中
に
蓄
積
し
て
い
る
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
悪
用
し
て
、
支
持
者
を
増
や
す
こ
と
だ
。

　

二
〇
一
五
年
の
難
民
危
機
後
に
欧
州
各
国
で
起
き
た
出
来
事
は
、右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
た
ち
が
偽
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
戦
略
を
駆
使
す
れ
ば
、

市
民
の
現
政
権
に
対
す
る
不
満
や
不
安
を
利
用
し
て
支
持
率
を
大
き
く
伸
ば
し
た
り
、
伝
統
政
党
や
半
数
近
く
の
有
権
者
の
意
に
反
し
て
一
国
を
国
際
機
関

か
ら
離
脱
さ
せ
た
り
で
き
る
こ
と
を
立
証
し
た
。

　

い
ま
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
民
主
主
義
社
会
に
と
っ
て
、
難
民
危
機
以
上
に
危
険
な
土
壌
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
育
成
し
つ
つ
あ
る
。
私
が
現
在
の
状

Ⅱ
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況
を
二
〇
一
五
年
よ
り
も
危
険
と
考
え
る
理
由
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
中
産
階
級
の
間
に
も
失
業
者
数
を
激
増
さ
せ
て
い
る
か
ら
だ
。
二
〇
二
〇
年
一
月
ま

で
は
豊
か
な
生
活
を
し
て
い
た
人
々
が
、
突
然
無
収
入
者
に
な
り
生
活
保
護
以
外
の
生
活
の
糧
が
な
く
な
る
。
難
民
危
機
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
重
篤
な
副
作
用

は
な
か
っ
た
。

　

市
民
の
不
満
の
矛
先
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
る
。
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
た
ち
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
的

な
被
害
を
深
刻
に
し
た
と
主
張
す
る
。
多
国
間
の
協
調
体
制
で
は
な
く
「
自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
標ひ

よ
う

榜ぼ
う

す
る
人
々
に
と
っ
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
Ｅ
Ｕ
や
国

連
な
ど
の
国
際
機
関
を
攻
撃
す
る
た
め
の
絶
好
の
材
料
を
与
え
る
。

　

た
と
え
ば
欧
州
企
業
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
が
起
き
る
以
前
に
は
、
マ
ス
ク
や
一
部
の
抗
生
物
質
の
生
産
施
設
を
人
件
費
が
安
い
中
国
に
移
し
て
い
た
。
医
療

物
資
や
医
薬
品
の
自
給
率
よ
り
も
収
益
性
を
重
視
し
た
か
ら
だ
。
こ
の
た
め
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
初
期
に
貿
易
が
停
滞
す
る
と
、
欧
州
で
は
マ
ス
ク
や
一
部
の

医
薬
品
が
足
り
な
く
な
っ
た
。
欧
州
で
は
、
将
来
こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
、
市
民
の
安
全
や
健
康
に
と
っ
て
重
要
な
製
品
を
自
国
内
で
生
産
す
る
べ

き
だ
と
い
う
意
見
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
コ
ロ
ナ
危
機
は
二
一
世
紀
に
加
速
す
る
一
方
だ
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
完
全
に
停
止
す
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
が
、少
な
く
と
も
速
度
は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
遅
く
な
る
だ
ろ
う
。
一
部
の
市
民
は
、こ
う
し
た
動
き
を
見
て
、右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
た
ち
の
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
悪
玉
論
」
に
は
一
理
あ
る
と
考
え
る
に
違
い
な
い
。

　

バ
イ
エ
ル
ン
州
政
治
教
養
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ル
ズ
ラ
・
ミ
ュ
ン
ヒ
教
授
は
「
コ
ロ
ナ
危
機
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
批
判
し
て
き
た
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
や
保

護
貿
易
主
義
者
に
と
っ
て
追
い
風
と
な
る
。
彼
ら
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
市
民
生
活
の
制
約
を
、
支
持
率
を
伸
ば
す
た
め
の
道
具
と
し
て
悪
用
す
る
恐
れ
が
あ

る
」
と
警
告
し
て
い
る
。

　

い
ま
世
界
の
国
々
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
民
主
主
義
体
制
の
強き

よ
う

靭じ
ん

性
を
試
さ
れ
て
い
る
。
各
国
は
国
家
エ
ゴ
だ
け
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
現

在
Ｅ
Ｕ
が
行
っ
て
い
る
よ
う
に
団
結
を
強
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
国
経
済
を
安
定
さ
せ
、
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
た
ち
の
危
険
な
誘
惑
か
ら
市
民
を
守
る
べ
き

だ
。
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（
熊
谷
徹
『
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
露
わ
に
し
た
「
国
の
か
た
ち
」』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
二
〇
年
八
月
よ
り
。
な
お
、
本
文
に
は
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

【
問
１
】
こ
の
文
章
を
一
〇
〇
字
程
度
で
要
約
し
な
さ
い
。

【
問
２
】
こ
の
文
章
を
読
ん
で
あ
な
た
が
考
え
た
こ
と
を
、
四
〇
〇
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
。




